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二
〇
二
一
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に

は
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
も
デ
ル
タ
株
と
い
う
強
烈
な
パ
ン
チ
が
日
本
中
を

席
巻
し
ま
し
た
が
、
秋
に
は
収
ま
っ
て
行
く
よ
う
な
気
配

で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
で
は
「
大
木
先
生
と

行
く
種
子
島
古
代
ロ
マ
ン
の
旅
」
を
思
い
切
っ
て
や
ろ
う
と

決
心
し
て
二
度
目
の
種
子
島
ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。 

種
子
島
は
歴
史
も
奥
深
い
の
で
す
が
、
地
形
や
地
質
が
素

晴
ら
し
く
訪
れ
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。
難
し
い
地
学
（
懐

か
し
い
）の
話
も
大
木
先
生
の
笑
顔
と
解
り
易
い
語
り
に
、

太
古
と
今
の
繋
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

種
子
島
と
い
え
ば
松
寿
院
。
松
寿
院
の
研
究
を
続
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
島
津
登
志
子
さ
ん
に
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。
自
分
の
一
生
を
人
の
為
に
尽
く
し
、
真
摯
に
生
き
た

尊
崇
す
べ
き
女
性
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
一
泊
二
日
で
教
え
ら
れ
た
こ
と
。
そ
れ
は
人
は
年
を

重
ね
て
も
学
ぶ
意
欲
は
衰
え
ず
、
益
々
深
ま
っ
て
行
く
の

だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
私
共
の
役
割
は
学
び
た
い
方
々

の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
だ
と
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う
新
た
な
懸
念
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
自
愛
い
た
だ
き
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾 

理
事
長 

今
井
俊
子 
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伊佐市彼岸花のパノラマ 

出水平野に現れた希少種 
１羽のソデグロツル 

鹿児島は面白い 

鹿児島は楽しい 

鹿児島は美味しい 

鹿児島は温かい 

   そして 

鹿児島は不思議の国 
 

キムタク伝説の金浜海岸 

御拝塔墓地で大木先生の熱弁 沿
道
か
ら
奥
深
く
、
水
田
の
中

に
凛
と
立
つ
松
寿
院
の
三
大

事
績
の
碑 

 

 

こ
こ
は
何
処
の
浜
で
し
ょ
う
？ 

 
 
 
 

編
集
雑
記 

 
 
 
 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
な

か
な
か
活
動
の
実

績
が
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
中
で
ツ
ア

ー
は
十
一
月
の
種

子
島
の
一
本
だ
け
。 

 
 
 
 
 
 
 

街
歩
き
少
し
、
講

座
は
毎
月
欠
か
さ 

ず
実
施
し
ま
し
た
。
皆
様
の
熱

心
な
ご
協
力
で
会
報
も
出
せ 

ま
し
た
。
感
謝
で
す
。
い
つ
も

の
通
り
、
見
難
い
の
は
ご
辛
抱

頂
い
て
、
読
破
し
て
頂
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。
今
後
と
も
紙
面

の
工
夫
を
心
が
け
ま
す
。 

編
集
責
任
者 

今
井
征
男 

http://www.kagoshima-/


2021年 12月 20日   ＮＰＯ法人かごしま新発見伝塾会報 http://www.kagoshima-shinhakken.net 

 
紀
行
文 

～
～
大
木
公
彦
先
生
と
行
く 

種
子
島
古
代
ロ
マ
ン
の
旅
～
～ 

今
井
俊
子 

⑴ 
海
上
の
道 

十
一
月
九
日
午
前
七
時
三
十
分
高
速
船
ロ
ケ
ッ
ト
は
定

刻
に
西
之
表
港
に
向
け
て
飛
ん
だ
。
二
日
間
に
亘
る
旅
の

始
ま
り
で
あ
る
。 

九
時
十
五
分
西
之
表
港
を
出
発
し
、国
道
五
八
号
線
に
沿

っ
て
青
い
海
原
に
出
た
。
国
道
五
八
号
線
は
鹿
児
島
市
の

西
郷
銅
像
か
ら
朝
日
通
り
を
下
り
、
種
子
屋
久
航
路
の
港

か
ら
船
が
海
の
道
と
な
り
、
西
之
表
港
で
上
陸
、そ
れ
か
ら

陸
路
で
島
間
港
ま
で
走
る
と
又
、
海
の
道
と
な
り
、奄
美

本
島
を
縦
断
し
再
び
海
の
道
と
な
り
、沖
縄
県
国
頭
村
に

上
陸
、
縦
断
し
て
那
覇
市
明
治
橋
ま
で
全
長
八
七
九
㎞
の

全
国
一
長
い
国
道
で
あ
る
。 

 

⑵ 

形
之
山
遺
跡 

マ
イ
ク
を
通
し
て
大
木
先
生
の
軽
妙
な
語
り
が
皆
様 

を
笑
顔
に
し
、生
き
生
き
と
さ
せ
る
。
西
之
表
市
住
吉
小

学
校
の
手
前
に
マ
ン
モ
ス
を
描
い
た
大
き
な
看
板
が
あ
る

が
、（
国
道
沿
い
で
す
が
）つ
い
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
形
之
山
遺
跡
と
書
い
て
あ
る
。こ
こ
で
は
ゾ
ウ
・
シ

カ
・
魚
・
エ
ビ
・
カ
ニ
・
二
枚
貝
・
カ
エ
ル
な
ど
に
加
え
、
植
物
や

大
型
の
獣
骨
化
石
が
発
見
さ
れ
、
淡
水
魚
の
化
石
か
ら
住

吉
あ
た
り
は
浅
い
海
で
人
が
歩
い
て
渡
っ
た
り
、マ
ン
モ
ス

な
ど
の
化
石
か
ら
は
大
陸
と
陸
続
き
の
可
能
性
が
あ
り
、

ト
カ
ラ
海
峡
が
形
成
さ
れ
た
時
代
を
探
る
手
が
か
り
と

な
る
大
変
貴
重
な
化
石
群
で
あ
る
。
古
代
の
人
々
は
一
体

何
処
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

暖
か
で
食
べ
物
も
豊
富
な
種
子
島
に
住
み
つ
い
た
人
々
は

独
特
の
文
化
を
形
成
す
る
が
、八
世
紀
の
頃
に
は
大
和
朝

廷
に
支
配
さ
れ
「
多
禰
国
」
と
称
さ
れ
、朝
貢
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
「
日
本
書
紀
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

⑶ 

大
牟
礼
竹
之
川
層（
中
種
子
町
野
間
） 

野
間
小
学
校
か
ら
海
岸
に
向
か
っ
て
バ
ス
で
一
〇
分
程

度
走
っ
た
藪
の
先
に
鉄
分
を
含
ん
だ
黒
い
帯
状
の
地
層
が

現
れ
る
。
竹
之
川
層
で
あ
る
。こ
の
地
層
は
い
つ
ど
の
よ
う

に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
は
謎
で
あ
り
、七
千
万
年
前
の
鬼

界
カ
ル
デ
ラ
の
大
噴
火
に
と
も
な
っ
て
種
子
島
に
鉄
分
が

漂
着
し
て
出
来
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
大
木
先
生
の
お

話
で
あ
っ
た
。 

実
は
こ
の
竹
之
川
層
は
地
元
の

方
も
余
り
ご
存
じ
な
い
よ
う

で
、下
見
の
時
、中
種
子
町
歴
史

民
俗
資
料
館
の
稲
垣
学
芸
員
が

こ
こ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と

案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、バ

ス
の
東
田
運
転
手
も
事
前
下
見

を
し
て
頂
い
て
い
て
、
ぐ
る
ぐ

る
回
っ
て
や
っ
と
こ
こ
だ
ろ
う

と
発
見
し
て
頂
い
た
よ
う
な
、隠
れ
た
宝
物
で
あ
る
。
結

局
本
番
の
時
先
生
が
同
場
所
を
こ
こ
で
す
と
特
定
し
て
頂

き
、ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
し
た
。 

⑷ 

南
種
子
町
の
河
内
化
石 

南
種
子
町
に
あ
る
河
内
温
泉
近
く
の
山
中
で
カ
キ
の 

化
石
層
が
発
見
さ
れ
た
。
一
六
〇
〇
万
年
前
の
生
き
た
貝

が
そ
の
ま
ま
の
形
で
化
石
と
な
り
、地
表
に
現
れ
て
い
る

の
だ
。
親
カ
キ
の
上
に
子
カ
キ
、そ
の
上
に
孫
カ
キ
が
重
な

っ
て
出
来
た
珍
し
い
カ
キ
化
石
層
と
な
り
、
不
思
議
な
光 

景
を
作
り
出
し
て
い
る
。
又
、美
し
い
砂
岩
の
茎
永
層
群
は

種
子
島
の
東
海
岸
に
広
が
り
、
風
や
波
、潮
の
流
れ
が
作

り
出
す
岩
の
風
景
は
種
子
島
一
の
絶
景
を
生
ん
だ
。
辺
り

の
山
々
は
一
面
の
亜
熱
帯
樹
木
に
覆
わ
れ
、手
つ
か
ず
の

大
自
然
が
壮
観
さ
を
感
じ
さ
せ
る
必
見
の
場
所
で
あ
る
。 

種
子
島
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ロ
ケ
ッ
ト
を
運
ぶ
道
路
を
作
る
為
に
山
を
崩
し
た
と
こ
ろ

カ
キ
化
石
層
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
、正
に
奇
跡
が
産
ん

だ
化
石
で
あ
る
。 

 

⑸ 

ド
ラ
メ
ル
タ
ン
号
と
イ
ン
ギ
ー
鶏 

明
治
二
七
年
の
こ
と
、
前
之
浜
海
岸
に
大
き
な
船
が
座
礁

し
て
い
る
の
が
見
え
た
。
若
者
た
ち
が
泳
い
で
近
づ
い
て

み
る
と
外
国
船
で
、多
く
の
異
国
人
が
乗
っ
て
い
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
内
化
石
公
園
に
て 

 
 

 

い
わ
さ
き
ホ
テ
ル
海
岸
の
茎
永
層 
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が
わ
か
っ
た
。
急
い
で
救
助
し
て
訳
を
尋
ね
る
と
「
ワ
タ
シ

タ
チ
ハ 

イ
ギ
リ
ス
ジ
ン
デ
ス 

シ
ャ
ン
ハ
イ
カ
ラ
ワ
シ
ン
ト

ン
ニ
ム
カ
ウ
ト
チ
ュ
ウ 

ア
ラ
シ
ニ
ア
イ
マ
シ
タ 

ゼ
ン
ブ
デ

二
九
メ
イ
デ
ス
」
と
い
う
。
そ
こ
で
船
の
修
理
が
終
わ
る
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
も
て
な
そ
う
と
決
め
た
。 

イ
ギ
リ
ス
人
な
の
で
「
イ
ン
ギ
ー
さ
ん
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。「
イ
ン
ギ
ー
さ
ん
箸
の
使
い
方
が
上
手
く
な
っ
た
ね
」

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
ミ
ソ
シ
ル
モ
ト
テ
モ
オ
イ
シ
イ

デ
ス
」 

二
ヶ
月
余
り
で
船
の
修
理
が
終
わ
る
と
「
ト
ト
サ
マ

カ
カ
サ
マ 

モ
ウ
ス
グ
オ
ワ
カ
レ
デ
ス 

コ
レ
ハ
ホ
ン
ノ
オ
レ

イ
デ
ス
」
と
言
っ
て
十
一
羽
の
鶏
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
集
落

の
人
達
は
こ
の
鶏
を
「
イ
ン
ギ
ー
鶏
」
と
名
付
け
て
皆
で
大

切
に
、そ
し
て
他
の
鶏
と
混
ざ

ら
な
い
よ
う
に
今
日
ま
で
育
て

て
来
た
。
現
在
は
大
木
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
県
文
化
財
審
議

委
員
会
に
よ
り
「
鹿
児
島
県
天

然
記
念
物
」に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
花
峰
小
学
校
で
は
イ
ン
ギ

ー
鶏
を
飼
育
し
て
お
り
、児
童

が
休
日
も
二
人
ず
つ
交
代
で
世

話
を
し
、命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。 

⑹ 

旧
石
器
時
代
か
ら
の
遺
跡
の
宝
庫 

黒
潮
の
流
れ
込
む
種
子
島
は
旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
が
住

み
つ
き
、殆
ん
ど
全
島
で
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
海
岸

近
く
に
限
ら
ず
内
陸
部
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、高
い

山
が
な
く
比
較
的
暮
ら
し
易
い
土
地
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
中
か
ら
幾
つ
か
紹
介
す
る
と
、中
種
子
町
坂
井
か

ら
発
見
さ
れ
た
「
大
津
保
畑
遺
跡
」
は
日
本
一
古
い
三
万
年

前
、旧
石
器
時
代
の
狩
猟
用
の
落
と
し
穴
と
言
わ
れ
、イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
の
骨
が
発
見
さ
れ
た
が
、
今
は
イ
ノ
シ
シ
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

種
子
島
空
港
を
建
設
す
る
際
発
掘
さ
れ
た
の
が
縄
文
時
代

草
創
期
の
も
の
と
さ
れ
る
「
三
角
山
遺
跡
」で
あ
る
。
全
国
で

も
珍
し
い
竪
穴
式
住
居
跡
で
、完
全
な
形
の
土
器
が
多
数
埋

没
し
て
い
た
。
同
じ
時
期
西
之
表
市
立
山
の
「
奥
ノ
仁
田
遺

跡
」
は
標
高
一
三
三
ｍ
の
高
台
に
あ
り
、隆
帯
文
と
呼
ば
れ

る
土
器
を
使
用
し
定
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
遺
跡
が
次
々
と
発
見
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

          

 
⑺ 

広
田
遺
跡 

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
さ
れ

た
際
に
、一
一
三
体
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
た
。
四
万
四
千
点

も
の
南
方
系
の
貝
を
細
工
し
た
貝
製
品
を
身
に
付
け
た
広

田
人
骨
は
埋
葬
の
方
法
が
中
国
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、大

陸
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

又
、海
岸
沿
い
に
は
墓
地
群
が
作
ら
れ
、そ
の
後
南
種
子
町

教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘

調
査
も
行
わ
れ
、大
規
模

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
貝

符
に
刻
ま
れ
た
「
山
」
と
い

う
文
字
は
日
本
最
古
の
文

字
と
言
わ
れ
る
。 

弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
て
の
定
住
集

落
と
し
て
貴
重
な
遺
跡
と

さ
れ
、二
〇
〇
八
年（
平
成
二
〇
年
）三
月
二
八
日
種
子
島

で
初
め
て
の
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。 

種
子
島
は
考
古
学
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い
ロ
マ
ン
と
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
島
な
の
で
あ
る
。 

参
考
文
献 

鮫
嶋
安
豊
著 

種
子
島
の
歴
史 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

他 

 

大
津
保
畑
の
落
と
し
穴 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
角
山
遺
跡 

奥
ノ
仁
田
遺
跡
の
出
土
品 

只
今
研
修
中
！ 

鶴
の
渡
来
地
出
水
の
干
拓
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
た
の
を
機
に
、
当
会
理
事
長
は
ラ
ム
サ
ー

ル
認
定
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
、奮
励
研
修
中
で
す
。 

ヨ
ク
ヤ
ル
ヨ
ナ
～ 

・・・・・ o
to
tto

の
つ
ぶ
や
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2022 年度の事業カレンダー 

カテゴリー 回 月 日 曜 カテゴリー テーマ 

歴史よもやま話 10:00～11:40  会場 市福祉プラザ 4F小会議室 資料代 200 円 要予約 27 名限定 

 1 4 21 木 歴史よもやま話 薩摩焼と 14 代沈壽官 

2 5 19 木 歴史よもやま話 鎌倉時代の越前島津氏 

3 6 30 木 歴史よもやま話 歴史とロマンの種子島 

4 7 28 木 歴史よもやま話 SDGｓと教育旅行 

5 8 25 木 歴史よもやま話 白梅のように～～リケジョ先駆者丹下梅子～～ 

6 9 29 木 歴史よもやま話 東郷平八郎の生き方 

7 10 27 木 歴史よもやま話 江戸城大奥という世界 

8 11 24 木 歴史よもやま話 桜島の歴史とこれからの展望 

9 12 8 木 歴史よもやま話 鶴の来る町・出水干拓地の歴史 

10 1 19 木 歴史よもやま話 税所敦子～～島津登志子さん講座～～ 

11 2 16 木 歴史よもやま話 乃木希典の妻・静子 

12 3 23 木 歴史よもやま話 大山巌 

街歩き   10:00～12:30  会費 1,000 円(資料代、保険代含む) 2 日前までに要予約 15 名限定 

 前 3 17 木 第 66 回街歩き 磯地区界隈新しい発見も 

前 3 19 土 第 66 回街歩き 磯地区界隈新しい発見も 

1 4 14 木 第 67 回街歩き 多賀山・東福寺城と東郷平八郎 

１ 4 16 土 第 67 回街歩き 多賀山・東福寺城と東郷平八郎 

2 5 12 木 第 68 回街歩き アイランドビューで鳥島と SABOへ Go！ 

2 5 14 土 第 68 回街歩き アイランドビューで鳥島と SABOへ Go！ 

3 9 15 木 第 69 回街歩き 西郷さんを偲んで城山洞窟・終焉地・銅像を歩く 

3 9 17 土 第 69 回街歩き 西郷さんを偲んで城山洞窟・終焉地・銅像を歩く 

4 10 20 木 第 70 回街歩き 涙で迎える水上坂・斉彬のお国入り 

4 10 22 土 第 70 回街歩き 涙で迎える水上坂・斉彬のお国入り 

5 11 17 木 第 71 回街歩き 小松帯刀別邸から旧石井手用水路をハートピアまで 

5 11 19 土 第 71 回街歩き 小松帯刀別邸から旧石井手用水路をハートピアまで 

6 12 3 土 第 72 回街歩き 島津啓次郎・増田宗太郎 西南戦争に散る 

7 3 16 木 第 73 回街歩き 福昌寺墓地巡り・島津家７００年の眠り 

7 3 18 土 第 73 回街歩き 福昌寺墓地巡り・島津家７００年の眠り 

バスツアー   只今計画中 乞うご期待！  

 1 4 28 木 古事記シリーズ① 可愛山陵など 

2 6 23 木 古事記シリーズ② 高屋山陵・霧島神宮 

3 10 16 日 古事記シリーズ③ 吾平山陵と高山鏑流馬祭り 

4 11 10 木 日置新発見の旅 松元町茶畑・美山 

5 1 26 木 島津斉彬の夢 鶴の来る町出水と島津斉彬の夢 干拓地・麓二階堂家 

6 3 30 木 古事記シリーズ④ 南さつま市・笠沙 

12/20(月）現在の予定表です。変更になる場合がありますのでご了承ください。 

 

※ 1 面の写真「ここは何処の浜でしょう？」は錦江湾に浮かぶ灯台の「神
かん

瀬
ぜ

」です。 
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